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運
輸

大臣に
あた
る
劉
兆
玄

交
通
部

長
が
六
月
十六
自に
来
日

し、

名
古
屋
空
浴で
起
きた
中
翠航
空
機
事
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故
を
め
ぐ
り 、
国

会
内で
二

見
伸
明
運

輸大
臣
と

会
見し
た。

日
中
国
変
圧
常化に
と
も
な
い 、
日

本
と

台
湾は一
九
七
二
年
九
月
K
外
交

関
係を
断っ
た。
そ
れ
以
来 、

台
湾

の

閣
僚が
日
本

の
現
脚閣
僚に
公
式の
席

で
会
談した

の
は
初
めて

の
乙
とだ
。

し
か
し ．

台
湾

の
有
力
紙
「
中
国
時

報」
は
ζ

の
隈
史
的
な
出
来事
よ
り 、
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また、
事
受
郎
総統

の
訪
日

の
可
能

性に
つ
い
て
も 、

「
その
立
場

の
方

が
お
い

で
に
な
れ
ば

歓
迎
す

るの
は
当
然」

と、
訪
日に
問題
は
な
い
とし
た

。

中
国

の
パ
ワ
ー

に
よ
り
外
交
空
間を

縮
め
ら
れ
て
い

る台
湾K
とっ
て 、
重

大な
外
交
呂
標

の

李総統
訪
日
問
題
κ

はっ
きり
も

の
を
い
う

小
沢氏
は 、
日

本で
最
も
綴り
に
な

る「
段高

権刀人

士」
だ
ろ
う
。

念
願

の
日

台
閣
僚

会
談

が
実
現し
た

小

日

で

〕

な

い

の
’
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た沢h f.Z・�ζ 一主主？国L良院長民
主氏が党

と新の大会生大き見党 幹くし 代 金I�級 、議 ← 、
つ紡斡将

小
沢一

郎
氏
に
期
待
か
け
る

九
三
年
八
月 ．

小
沢氏
は
来
日
中

の

アンシ1ナ三ン

政
石
械・

行政院政
勝
委
員
と

会っ
た

後
の
記
者

会
見
で、

閣
僚

の
台
湾訪
問

を
認
め

るべ
きだ
と

の
見
解

を
示

し

た
。
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6月15筒、 各Ci監で行われた中筆航空機羽lt&'.の追
悼猷花式． 海々なレベルで白台間受渉があ要だ

乙
と
よ
り
も 、

小
沢氏
の
動
向が
関
心

を
悩掠
め

るの
で
ある

。それ
ほ
ど

台
湾

側の
総統
訪
日へ

の
意
欲
は
強い

。

「
京
都

大学
の
同
窓

生
と
旧
交を
混
め

た
い」李

総統
自
身

が、
台
湾

を
訪
れた
金

重品しん
丸
信
元
副
総連K
訪
日

の
希
望

を
明
ら

か
κ

し
た

の
は 、
九
一
年
六
月

のζ
と

だっ
た

。
日
本
統
治
下

の
台
湾で

生
ま
れ 、
京

都
大学で
般
学

を
学
ん
だ
李
総統
は
自

ら
を、

「二
十二
歳ま

で
は

日本人だっ
た」

と
い
う
。

今
年
七
十
一歳に
な

る
人
物

の
紡
日

の
希
望
は
ど
く
自
然
な
も

の
と
い
え

る
。し

かし、
た
だ

の
お
年
寄
り

で
は
な

く、
経
済
力をバ
ネ
に
外
交関
係の
な

い
諸
国
と

の
関
係強
化を
図

る台
湾の

トッ
プ

で
あるこ
と

が訪
日

を
困
難
な

もの
に

し
て
い

る
。

日
本
は「
笑
い
も
の」
に
な
る
？

台
湾

の
朗
僚

の
公
式
訪
日
な
ど
政
府

レ
ベ
ル

の
交
流
は 、
「

台
湾は
中
国

の

一
部」
と
す

る
中
国か
ら
み
れ
ば
コ
一

つ
の
中
国」

を
助

長す
る
も

の
だ

。

日
本
政
府
も

台
湾
と

の
接
触は
非
政

府
間
に
限
定
す

ると
い
う
方
針

を
守っ

て
きた

。

李総統
の
訪
日
は 、
「
想
定

し
て
い
な
い」
（
外
お
省〉
穏
と
な

る

の
で
あ
る。

だ
が、
台
湾
外
交
都
（
外
務省〉
首

脳は 、

総統
訪
日
実
現K
向
付 、

「
時
期
は
決まっ
て
い
な
い

が、
あら

ゆ
る
可
能
性

を
考
え
て ‘
弱々
と
手

を

打っ
て
い

る」

と
諮っ
て
い

る
。

先
の
運
輸相

会
談
や 、

小
沢氏
の
側

4まがいHvaし

近
と
い
わ
れ

る
熊
谷
弘
官
房

長
官に
六

月二
日 、

台
湾
立
法
院の
議
員
間

が
会

っ
た
りし
た

の
も 、
その
露
払
い

で
あ

り 、

実縦
の
綴
み
露
ね
と
い
う
わ
げで

ある
。

百
四
十二
億
J
と
い
う
対
日
貿
易
赤

字
解
決の
た
め
に 、
通
産
・大臣
と

の
会

談
も
規
野
K
入
れ
て
い

る
。
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し
かし、
中
国

の
李
鵬
首栂

が
今
年

惜暑かわも骨ひろ

三
月 、
絢
川
護

熊首相〈
当時）
に
日

台
交
流
に
対
す

る
警
戒心

を
示

し
た
よ

う
に 、

小
沢
氏
の
「
怪
力」

を
し
て

も 、
李
総統

紡
日
実
現は
依
然
とし
て

困難
な
情
勢だ

。

ζ
の
見
方に
つ
い
て 、
乙

の
外
交
部

首脳は 、
「
経
済
力を
鍛
え 、白
総統

を
間
も
な
く・

住民
の
直
後
選
挙

で
選ぷ
ま

で
に

民
主

化
の
進
む

台
湾

の
中
華

民
国を
い
つ
ま

で
も
無
視し
て
い

ると、
大
陸
と

の
関

係の
よ
うに
ア
メ
リ
カ
に
先

を
滋
さ

れ 、
笑い
もの
に
な
りま
す
よ」
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事総統
自
身
は
作
家

の
司
馬
遼
太
郎

氏
との
対
談の
な
かで‘

「
世
界が
アッ
と
驚
く国に
も
行
きま

－

す
。日

本
と
ア
メ
リカ
は
最
後に
践
す
一

げ
ど
ね」

一

と
話し
て
い

る
。

一

乙
の
発
言
は 、
愛

し
て
や
ま
な
い

一

が、
優
柔
不
断
な
日
本へ

の
思
い
や
り
時

な
の
か 、
それ
と
も 、
ぼ
や
ぼ
や

し
て
制

い
ると
米
国を
先に
訪
問
す

る
よ
と
い
問

うシ
グ
ナ
ル
な

の
か 。
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